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「日豪の懸け橋になる ～学習発表会を通して～」 

校長  寺本  喜和 

 

  11月9日（土）2024年度学習発表会を開催いたしました。多数の保護者の皆様，ご来賓の皆様にご来校いただ

き誠にありがとうございました。さて，今回の学習発表会では，実行委員会が中心となって「日本とオーストラリ

アのかけ橋となる」というスローガンを掲げ取り組んでまいりました。 

 最初の英語科の発表では，英語の授業で学んだ成果を生かして，英語でセリフを言う場面が満載でした。日本国

内の英語学習はまだまだ道半ばかと感じますが，本校の子どもたちは，英語で表現する楽しさにあふれていると感

じました。私が学生の頃，英語＝文法，英作文，長文読解そのものであり，英語学習があまり好きではなかったこ

とを思い出します。このように英語を学び続ければ，将来はきっと英語を駆使して，当地の人々とも分かり合える

能力を身につけると確信します。 

 ４～6年生の発表では「懸け橋になる」ということを，「平和」を築くことのできる人と考え，「平和」につい

て掘り下げて考えていました。学んできた学習から「平和」に結び付くこととして，水資源や防災，国語のいわゆ

る平和教材を学んだ中で考えた「平和」，そして，平和を求める自分の未来予想図を描いた姿などを発表していま

した。きっと彼らは平和を求め続け，平和な世界の実現に尽くす人材となると思いました。 

 １～3年生の発表では，「パースの魅力」に焦点を当てて，それぞれの子どもたちが学習で発見したパースのよ

さや，日本との違い，PRしたいことをポスターで表現するなど，低学年の子どもらしい表現方法でしっかりと伝

えることができました。自分の住む町を好きになること，特徴や良さを感じることは，同様に自分の国を大切に思

い，他国も大切にする気持ちを育てることでしょう。１・2・3年生の皆さんは日本とオーストラリアを大切にし，

将来両国の懸け橋となること，間違いなしと感じました。 

 中学部の生徒たちの発表は、経済，産業，スポーツ，日本との関係，先住民族とその文化，有袋類など中学生ら

しい多様な視点とアカデミックなアプローチで，将来の日豪関係を考えていく内容でした。「日豪関係」という視

点は「懸け橋となる」という今回の学習発表会のテーマにふさわしい視点であったと思います。一人一人がプレゼ

ンを作成して，自分の言葉で日豪の関係を発展させるためにどうすべきかということを表現していました。発表会

全体を通して，中学部の生徒のリーダーシップが発揮されていた点も素晴らしかったと思います。 

 音楽の発表では，合奏や合唱に取り組みました。小1から中3までと幅広い年齢層の本校児童生徒ではありますが

皆が心をひとつにして，合唱や演奏に取り組む姿に感動しました。音楽は年齢差や国境を越えて人々の心をひとつ

にする素敵な文化です。本校の子どもたちは音楽を通して一緒に行動する，成し遂げることの素晴らしさを学んで

いると思います。 

 学習発表会で見せてくれた子どもたちの姿から，JSPの教育で今後も求め，広げるべきことを再度考える事がで

きたと思っています。私は，彼らのその姿はまさに「両国の懸け橋となろうとしている」姿だと感じました。 

 今年もあっという間に12月となり，3学期も残り2週間です。素晴らしい夏休み,よい新年をお迎えください。 
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学習発表会 

 今年のスローガンは「見せよう！成長した姿を！学習の成果を生かし、日本とオーストラリアのかけ橋と

なろう」でした。子ども達一人ひとりが自分の学んだことや考えたことを生き生きと表現することができた

発表会となったと思います。 

 来場していただいた皆さんの温かい拍手や反応に子ども達も勇気づけられたと思います。今回の学習発表

会で身につけた力を生かし、これからの学校生活を過ごしてほしいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ミュージックアセンブリー 
 ２２日（金）の１・２時間目にシティービーチ小と合同のミュージックアセンブリーがありました。これ

まで音楽の時間に練習してきた合唱や合奏をたくさんの人に見てもらいました。また、今年は、合同でリコ

ーダーのアンサンブルや合唱を行いました。JSP とシティービーチ小とのよい交流の場となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○いよいよキャンプが近づいてきました。事前にお知らせさせていただいた内容をご確認いただき、荷物な
 どの準備をお願いします。 
○１２月１２日（木）の終業式後にお別れ会を行います。お別れ会は１１：４５からを予定していますので
 是非お越しください。 
○スクールストリームで在籍調査と学校アンケートを送付していますので、ご回答をお願いします。 
○漢字検定を４学期に行います。配付した問題集で学習を進めるようにご家庭でもお声がけください。 

～ 連絡とお願い ～ 

掲示板ができました 

 JSPの家庭科室前の壁面に掲示板ができました。今後は2・4・6年

生と中学部、補習校の子ども達が学習で作成したものを随時掲示して

いく予定です。１・３・５年生の掲示については、従来通り教室前に

掲示しています。お迎えなどのお時間の際に是非ご覧ください。 

個人情報法保護の観点から写真は掲載していません。 

個人情報法保護の観点から写真は掲載していません。 



 

JSP学習発表会 在パース日本国総領事館 総領事 内藤 康司様のご挨拶 

 パース日本人学校の学習発表会に出席させて頂くのは今回で３回目になります。毎年とても楽

しみにしています。一昨年は生徒全員でのピーターパン、昨年は空気砲の科学実験を私自身も体

験させて頂きました。どれも素晴らしい学習発表会でした。そして今年は、本日の学習発表会で

皆さんの日頃の成果を見せて頂けるのを楽しみにして来ました。先月、パース・成田直行便が再

び再開し、今後は１年を通じて運行するという嬉しいニュースがありました。既にご利用された

方々も多くおられるかと思いますが、今後さらに日本と西豪州の往来が増え、人と人との交流が

活発になることと思います。過去１年、これはオーストラリア全体ですが、約８０万人のオース

トラリア人が訪日し、日本からは約３０万人がオーストラリアを訪問しています。西豪州では直

行便の再開が往来増加の最大の要因でした。先週はパース市長、先々週は西豪州総督も訪日され

ております。そして来年は４月から半年間、大阪・関西万博が開催されますので１００万人近い

オーストラリア人が訪日することが期待されています。パース直行便は昨年１０月のコロナ後の

再開後、途中５ヶ月間のお休みもありましたが、困難はあっても粘り強く努力を続ければ必ず道

は開けることを示して頂きました。関係者のご努力に感謝をしております。 本日は、かつて日本

人学校の先生をつとめた家内も参加をさせて頂いています。私たちの長男、次男、長女と３人の

子供、そして私自身を含む５人の家族全員が、アフリカやアジアの日本人学校にお世話になりま

した。ですので、いつも特別な想いでパース日本人学校を応援しております。私たちの長男は今

、アフリカのウガンダの奥地でセーブザチルドレンというＮＧＯを代表し、難民を含む子供たち

の支援を行っています。週末は日本語補習校の先生をして恩返しをしております。ナイロビ日本

人学校の校訓は「たくましくアフリカの大地を駆け抜ける風になれ」というものですが、長男の

例は、アフリカの日本人学校での体験が芽を出したひとつの形かと思います。今日の学習発表会

では、皆さんが日々学び、大好きな家族と一緒に暮らしているパースという街がどういう土地な

のか、普段は空気のようにあたりまえとなっているかもしれませんが、掘り下げて考えて見る良

い機会ですね。きっと新しい発見があると思います。そして後で振り返った時の想いや愛着も深

まると思います。（略）生徒のみなさん、日本人学校で育んだ、世界から日本を見る目、感受性の

鋭いみなさんの洞察力で感じたことは、将来、必ず芽を出します。ですので、学習発表会の今日

の日を楽しみながら、それぞれの心のアルバムに焼きつけて頂きたいと思います。みなさん ひと

りひとりの個性の輝きに注目をしています。 

 

 

 


